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特別掲載

長野 (1952), 児玉 (1955)等により効果が認められ

てv'る殺卵物質亜硝酸曹達は，その使用上の観点から屎

尿の酸性化，または屎尿分離という繁雑な前処置等を必

要とし，酸性化の方法として強酸を使用することが指示

されているので，今日ほとんど実用化されるに至つてい

ないしかし著者はさきにアルカリ性屎尿メヂウムを

酸性化するのに肥料過燐酸石灰が最も理想的であること

を確かめ，これと亜硝酸曹達との併用による殺卵効果を，

人為的に高アルカリ化した屎尿を用いて試験し，その強

力な殺卵を認めた具体的には，上記人為的作製したほ

任条件の一定したアルカリ性屎尿において，過燐酸石灰

をあらかじめ屎尿量に対し 3-5%の割合で混入してか

ら1日後に，亜硝酸曹達をその1,000-2,000倍稀釈とな

るように混入すれば高温， 3日間の作用により虫卵の殺

滅は完全であるまた，低温時では約 7%の過燐酸石灰

使用により 2,000倍稀釈でもおおむね完全になることを

認めた（小財， 1960 b) 

さ℃ 以上の結果は，人為的に作製し，条件がほぼ一

定である最高のアルカリ性屎尿を用いた場合における試

験によつて得られたそれであるが，実際に殺卵剤を投入

する場合の屎尿，すなわち，便池内のそれは，各便池に

よつて屎尿混合比やメヂウム pHも区々であるので，か

ような条件の複雑な便池内屎尿を用いた場合における試

験が野外試験の中間モデル試験として必要である

そこで，今回は，実際に農村地区のいくつかの便池か

らくみとつた屎尿をメヂウムとして用いた場合における

過燐酸石灰と亜硝酸曹達の併用による殺卵試験を，その

薬剤量，混入方法をいろいろにかえて行つてみた．

その結果，既報（小財， 1960 b) の人工屎尿メヂウム

を用いた場合における試験結果とほぼ同様に顕著な殺卵

効果を認め得たので， ここに第 3報として報告する

自然便池内屎尿混合メヂウムにて過燐酸石灰を混入

Lた場合における pH低下に関する予備試験

過燐酸石灰の混入による屎尿メヂウム pHの酸性低下

状況にかんし，人為的に作製した高アルカリの屎尿を用

いての試験結果については，前回の試験によりこれを明

らかにしえたそこで，今回は，前回試験時の結果を参

考として，自然便池内の屎尿を用いた場合における過燐

酸石灰の屎尿 pH酸性低下試験を実施した．

材料および方法

被検屎尿は，夏期農村地区における任意の便池15カ所

中， その屎尿 pH測定によつて最高pHを示した屎尿

(pH 8.6-8.8) と最低pHを示した屎尿 (pH7 .2-7 .4) 

の2種メヂウムを試験に用いた．

過燐酸石灰は，前回試験時（小財， ・1960b) と同一の

ものを用い，その投入量は:' 両種 pHの屎尿50mlずつ

に対してそれぞれ 1.5,2.0, 2.5, 3.0, 3.5, 4.0およ

び4.5g-とした

薬剤の作用条件は， 28℃,24時間とし，薬剤混入後に

おけるメヂウム pHの測定は，混入16時間後と24時間後

とに ToyopH比色測定器によつて行つた．対照は屎尿

そのままとした

試験成績

過燐酸石灰混入後における屎尿 pH値の測定結果は，

第 1表に示されるとおりである．すなわち両種 pHの屎

尿使用事例とも，過燐酸石灰の混入量に比例して pH値

の下降を示し，また下降は同混入後の経過時間にしたが

つて，低下の傾向を示したいま，混入24時間後における

メヂウム pHをみるに，薬剤使用直前 pH8.6-8.8の屎

尿使用事例では，過燐酸石灰の2.0g(3 %)の使用によ

りpH7.0, 同4.0g (約 7%)混入により pH6.0以下に

まで低下したまた， pH7.2-7.4の比較的低 pHの屎

(79) 
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第 1表 過燐酸石灰の混入量と屎尿メヂウム

pHとの関係

屎尿量 同 pH

50ml 
50ml 
50ml 

A群
50ml 
50ml 
50ml 
50ml 
50ml 

50ml 
50ml 
50ml 

B群
50ml 
50ml 
50ml 
50ml 
50ml 

混過入燐 過屎燐尿酸メ石ヂ灰ウ混ム入後pHの

酸石混 入 同
灰量 16時間後 24時間後

1 >5g 7.4-7.6 7.2-7.4 
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尿使用事例では，過燐酸石灰の 1.5g(2.5%)投入によ

り6以下，また同 4g (約 7%)混入時の pHはpH4.2 

-4.4のかなり強い酸性域にまで低下した以上のうち

高アルカリ性屎尿についての成績は，人為的に作製した

屎尿を用いての前回試験時のそれとほぼ一致するなお

対照屎尿では，観察時間中 pH値の変化はほとんど認め

られなかった．

高アルカリ性自然屎尿に過燐酸石灰および亜硝酸

曹達を同時混入した場合における殺卵試験

試験材料および方法

薬剤作用屎尿メヂウムとして，かなり高アルカリ性の

便池内屎尿 (pH8.4-8.6) を用いた．

本試験では，その使用虫卵および薬剤は前回試験時の

それと（小財， 1960b)同一条件の虫卵，同一の薬剤と

し，また殺卵効果の判定も前報のそれにしたがつて行つ

た．

使用亜硝酸曹達の濃度は前報（小財， 1960b) の実験

と同じく 1,000,2,000, 4,000および8,000各稀釈倍液

とした また， 肥料過燐酸石灰は屎尿 50mlに対して

1.0, 1.5, 2.0, 2.5, 3.0, 3.5および4.0gとした

薬剤の作用条件としての作用温度は，前報の実験と同

じく高温 (26-29℃) および低温 (3-5℃)とし， 今

回はさらに室温 (6-14℃)下におけるそれをも併試し

た 作用日数は， 各作用温度時ともすべて3日間とし

た．

実験方法は，前報（小財， 19€0 b) における実験におお

むねしたがい屎尿に過燐酸石灰を投入し，室温（約10-

訟 C)に約30分放置してから亜硝酸曹達の各中間稀釈液

を加えで所定の作用濃度を調整した

なお，薬剤作用に対する対照は，前回試験時において，

すでに過燐酸石灰単独，または亜硝酸曹達の単独使用で

はいずれもそれの試験最高濃度(4g, 1,000倍稀釈）で殺

卵力を全く認め得なかつたので，本試験では対照として

は屎尿のみとした

薬剤作用期間中の屎尿メヂウム pHの測定は，薬剤作

用直前および作用直後 (3日）に ToyopH比色測定器

により行つた．

試験成績

A 殺卵効果

1. 高温 (26-29℃)作用時の効果： 第 2表にみる

ごとく，過燐酸石灰 2.0g以上を使用した場合に，はじめ

て亜硝酸曹達の殺卵効果が認められたが，この場合に過

燐酸石灰の使用量と亜硝酸曹達の殺卵力との関係をみる

ど，第 2報（小財， 1960b) の試験と同じく過燐酸石灰

の使用量が多くなるにしたがつて，亜硝酸曹達は，より

稀薄濃度でも有効であることがわかったたとえば，過

燐酸石灰量を 2.0gとした場合の亜硝酸曹達の完全有効

最大稀釈倍は 1,000倍に過ぎないが，同 3.0---:3.5gとす

ると，亜硝酸曹達の約 4,000倍稀釈で完全であることが

示されているまた，混入過燐酸石灰量を 4.0gとする

と亜硝酸曹達は 8,000倍の高稀釈液でも完全な殺滅効果

が認められ，薬剤作用後の培養 5週末結果では上記各混

合系において仔虫期卵は全く認められなかつたなお，

対照にあつては，観察虫卵の 100%が仔虫期卵にまで発

育していた，

2. 室温 (6-14℃)および低温 (3-5°C)作用時の

効果：第 2表に示すごとく，上記温度作用時および前報

と同様に過燐酸石灰の濃度が高くなるにつれて亜硝酸曹

達の濃度は低下しても有効である傾向を示したしかし

室温（平均， 10℃) と低温（平均， 4"C) の各作用下に

おける殺卵効果の間にはほとんど差は認められなかつ

たすなわち，両温度作用時とも過燐酸石灰 4.0g使月

群において，亜硝酸曹達 1,000倍稀釈液で完全（培養5

週末の結果仔虫形成率， 0%)な殺滅効果が認められ，

2,000倍稀釈液では，おおむね完全（培養 5週末の結果，

仔虫形成率， 3 -5 %)であった また， 3.5g使用群

では，いずれも 2,000倍の亜硝酸曹達稀釈液で，ほとん

ど完全（培養5週末の結果，仔虫形成率， 8 ,_, 9 o/o)な

(80) 
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第 2表 各種過燐酸石灰量混入時における亜硝酸曹達の殺卵効果 3日間作用時（培養 5週末）

pH調整手段

混入亜硝

酸曹達量

（稀釈倍）

高温 (26-29°C)作用時 室温 (6-14°C)作用時 低温 (5-5°C)作用時

細
期

単
胞

発育 仔虫
変性

細
期

単
胞

発育 仔虫
変性

細
期

単
胞

発育 仔 虫

過憐酸石灰

l.Og使用群

過憐酸石灰

1.5g使用群

過憐酸石灰

2.0g使用群

過燐酸石灰

2.5g使用群

過燐酸石灰

3.0g使用群

過燐酸石灰

3.5g使用群

過燐酸石灰

4.0g使用群
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薬剤混入前の屎尿量はすべて 50ml とし， 自然屎尿 (pH8.4-8.6) を使用．

効果が認められた. 2.5g使用群では， ともに 1,000倍

稀釈液でも不完全な効果（培養 5週末の結果'.仔虫形成

率， ll-14%) しか得られなかったなお，対照は，室

温，低温~'ずれもかわることなくおおむね完全に近い97
％以上の仔虫期卵発育であつた．

B. 亜硝酸曹達の殺卵力と，メヂウム pHとの関係．

過燐酸石灰の混人量の多寡とメヂウム pHの酸性低下の

傾向については， いずれの作用温度時ともほぼ同様の

pH値と， pH低下傾向とを示した（第 3表）．過燐酸石

灰混入によるメヂウム pHのかような pH低下の状況に

開しては，前回人為作製屎尿についての場合とほぼ一致

するまた，調整されたメヂウム pH値と殺卵効果との

開係をみるに，両者の関係は，作用温度によりかなり著

しv'差異が認められたたとえば，亜硝酸曹達の 1,000

倍稀釈液で完全有効であつたときのメヂウム pHは，

疇時6.8-7.0, 室温および低温時5.6-6.0であった．

かくのごとく高温作用では pH値が低温時ほど低く9 なく

とも亜硝酸曹達の殺卵効果はよく発揮され， pH 5.6-

6.0前後の酸性 pHに達すると，高温作用では亜硝酸曹

達の 8,000倍以上の高稀釈でさえ有効となつている

種々の pH値を有する自然屎尿に過燐酸石灰と

亜硝酸曹達の同時混入した場合の殺卵試験

材料および方法

実験材料および方法は，前項の実験に使用と同じ材料

とし，また同じ方法で行つた

屎尿メ ，ヂウムは，秋期任意に選んだ15戸の便池内より

採取した自然屎尿のうち， pH値が適当に序列化される

ような 6種の屎尿を試験に供したその個々 pH値をア

ルカリ度の高いものから順に示せば以下のごとくであ

9る. No. 1 (pH8.4-8.6), No. 2 (pH 8.2-8.4), No. 

3 (pH8.0-8.2), No. 4 (pH 7.8-8.0), No. 5 (pH, 

7.6-7.8), No. 6 (pH 7.4-7.6) 

(81) 
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第 3表 薬剤作用前，後の屎尿メヂウム pH(3日間作用時）

pH調整、手段

混入亜硝

酸曹達量

（稀釈倍）

薬剤混入

直前の屎

尿メヂウ

ム pH

尿屎メヂウム pH

高温作用時 室湿作用時 低温作用時
(26-29°C) (6-14°C) (3-5°C) 

薬剤混入 3日後 薬剤混入 3日後 薬剤混入3日後

過燐酸石灰1.0g使用群

過燐酸石灰1.5g使用群

過燐酸石灰2.0g使用群

過燐酸石灰2.5g使用群

過燐酸石灰3.0g使用群

過燐酸石灰3.5g使用群

過燐酸石灰4.0g使用群
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8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
 

~
～
~
～
~
~
～
~
～
～
～
～
~
～
~
～
~
～
～
~
~
~
～
~
～
～
~
~
～
 

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

8
 

•••• 8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
 

7.2-7.4 
7 .2-7.4 
7 .2-7.4 
7.2-7.4 

7 .0-7 .2 
7 .0-7 .2 
7.0-7.2 
7.0-7.2 

6.8-7.0 
6,8":"'7,0 
6.8-7.0 
6.8-7.0 

6.6-6.8 
6.6-6.8 
6.6-6.8 
6.6-6.8 

6.4-6.6 
6.4-6.6 
6.4-6.6 
6.4-6.6 

6.2-6.4 
6.2-6.4 
6.2-6.4 
6.2-6.4 

5.6-5.8 
5.6-5.8 
5.6-5.8 
5.6-5.8 

8.2-8.4 

4
4
4
4
2
2
2
2
 0
0
0
0
 0
0
0
0
 6
6
6
6
4
4
4
4
8
8
8
8
4
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
6
6
6
6
6
6
6
6
5
5
5
5
8
 

~
～
~
～
~
~
～
~
～
~
～
～
~
~
~
~
～
~
~
~
～
~
~
~
～
~
～
~
~
 

2
2
2
2
 0
0
0
0
 8
8
8
8
8
8
8
8
4
4
4
4
2
2
2
2
6
6
6
6
2
 

•••••••••.•••.•••••••••• 7
7
7
7
7
7
7
7
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
5
5
5
5
8
 

7.2-7.4 
7.2-7.4 
7 .2-7.4 
7.2-7.4 

7.0-7.2 
7.0-7.2 
7.0-7.2 
7.0-7.2 

6.8-7.0 
6.8-7.0 
6.8-7.0 
6.8-7.0 

6.6-6.8 
6.6-6.8 
6. 6-6.8 
6.6-6.8 

6.6-6.8 
6.6-6.8 
6.6-6.8 
6.6-6.8 

6 .2-6.4 
6.2-6.4 
6.2-6.4 
6.2,..,6.4 

5.8-6.0 
5.8-6.0 
5.8-6.0 
5.8,..,6.0 

8.2-8.4 

薬剤混入前の屎尿量はすべて 50mlとし，自然屎尿を使用

過燐酸石灰の投人量は各pH屎尿とも一律にその50ml
に対し 2.0,2.5および 3.0gずつとし，亜硝酸曹達の作

用濃度は，過燐酸石灰の各種量混入各事例につき，それ
ぞれ 1,000, 2,000および4,000各稀釈倍とした．過燐

酸石灰と亜硝酸曹達の投入については，同時混入方式を

採用した

作用温度は室温 (16-22℃)とし，その作用日数を 3
日間とした

試験成績

試験の結果は第 4表にみるとおりであるいま，この
‘表により pH値を異にする上記 6種の各屎尿につき， 16

-22℃ の室温下で，亜硝酸曹達の殺卵力を発揮(1,000
倍稀釈以上）させるに要した過燐酸石灰量を，その薬剤

混入前のメヂウム pHとの関連のもとにこれを略記すれ

ば下記のごとくである．

すなわち， No. 1-3 (pH, 8.6-8.0)の比較的高ア

ルカリ性屎尿では必要過燐酸石灰量は，屎尿50mlに対

して 2.5g以上であつたのに対して， No. 4-6 (pH, 
8.0-7.4)の比較的低アルカリ性屎尿についてのそれは

2.0g以上であった 上記各屎尿メヂウムは薬剤混入前

のpHは区々であるが，各必要量過燐酸石灰投入後，殺
卵効果の認められたときの同上各メヂウム調整後の pH
はひとしく 6.8-7.0ないしはそれ以下にまで pHの低

下を認めているしたがつて，亜硝酸曹達の 1,000倍稀
釈またはそれ以上の高稀釈倍で完全な殺卵効果を期待す

るためには，薬剤混入前の屎尿pHの絶対値の如何にか
かわらず， 16-22℃ という作用温度条件下に関する限
りでは，過燐酸石灰投入により，メヂウム pHをpH7.0

(82) 
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第 4表 (1) 数戸農家の便池内屎尿メヂウムにおける過燐酸石灰一亜硝酸曹達混合系殺卵効果

室温 (19,...,22°C) 3日間作用時（培養 5週末）

便
池
番
号

pH調整手段

（過燐酸石灰使用）

混入亜硝

酸曹達量

（稀釈倍）

屎尿メヂウム pH 

薬剤混入
直前

薬剤混入
3 日後

虫 卵 像

細
期

単
胞

発育 仔 虫
変性

2.0g 

2.5g 

3.0g 

使用

使用

使用

1,000 
2,000 
4,000 

1,000 
2,000 
4,000 

1,000 
2,000 
4,000 

6
6
6
6
6
6
6
6
6
 

••••••••• 8
8
8
8
8
8
8
8
8
 

~
～
~
～
~
~
～
~
～
 

4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

．． 

．
．
．
．
．
．
 

8
8
8
8
8
8
8
8
8
 

4
4
4
2
2
2
 0
0
0
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

7
7
7
7
7
7
7
7
7
 

~
～
~
～
~
~
～
~
～
 

2
2
2
 0
0
0
 8
8
8
 

••••••••• 7
7
7
7
7
7
6
6
6
 

3
 0
0
 0
0
0
 0
 2
0
 

0
0
 
0
 0
0
0
 0
 4
0
 

1
0
9
0
7
7
0
4
4
 

4

0

9

9

9

1

9

 

ー
6
0
1
0
3
3
 0
0
 
6
 

5
 

0
 

0
 8
 

1

1

 

2.0g 

2
 

2.5g 

3.0g 

使用

使用

使用

1,000 
2,000 
生000

-1,000 
2,000 
4,000 

1,000 
2,000 
4,000 

4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

••••••••• 8
8
8
8
8
8
8
8
8
 

~
~
~
~
~
～
~
～
~
 

2
2
2
2
2
2
2
2
2
 

•.• 

>
 

．
．
．
．
．
 

8
8
8
8
8
8
8
8
8
 

2
2
2
 0
0
0
 8
8
8
 

••••••••• 7
7
7
7
7
7
6
6
6
 

~
～
~
～
~
~
～
~
～
 

0
 0

0

 8
8
8
6
6
6
 

•••••• 

．． 
7
7
7
6
6
6
6
6
6
 

0
1
0
0
6
2
 0
0
0
 

4
 0

0

 0
 3
 0
 0
 2
0
 

0
5
8
0
1
1
0
1
8
 

9

9

5

9

9

 

6
4
2
 0
0
 
7
0
7
2
 

9

0

4

0

9

 

1

1

 

2.0g 

3
 

使用

2.5g、使用

3.0g 使用

1,000 
2,000 
4,000 

1,000 
2,000 
4,000 

1,000 
2,000 
4,000 

8.0-8.2 
8.0-8.2 
8.0-8.2 

8.0-8.2 
8.0-8.2 
8.0-8.2 

8.0-8.2 
8.0-8.2 
8.0-8.2 

2
2
2
 0
0
0
 8
8
8
 

••••••••• 7
7
7
7
7
7
6
6
6
 

~
～
~
～
~
~
～
~
～
 

0
0
0
8
8
8
6
6
6
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

7
7
7
6
6
6
6
6
6
 

／
 

1
0
 
0
 0
 4
 0
 0
0
0
 

2
1
0
0
1
0
0
0
1
 

1
2
9
7
0
0
0
1
9
6
0
3
9
6
 

ー

5
2
 0
 0
 4
4
0
7
3
 

8

0

9

0

9

 

1

1

 

2.0g 

4
 

2.5g 

3.0g 

使用

使用

使用

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
 
0
 0
 0
 0
 0
0
0
 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

1
2
4
1
2
4
1
2
4
 

0
 0
0
 0
0
0
 0
0
0
 

．
．
．
 

．
．
．
．
．
 

8
8
8
8
8
8
8
8
8
 

~
～
~
～
~
~
～
~
～
 

8
8
8
8
8
8
8
8
8
 

．
．
．
．
 

••• 7
7
7
7
7
7
7
7
7
 

0
0
0
8
8
8
6
6
6
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

7
7
7
6
6
6
6
6
6
 

~
～
~
～
~
～
~
～
~
 

8
8
8
6
6
6
4
4
4
 

••••••••• 6
6
6
6
6
6
6
6
6
 

0
0
 0
 0
0
 3
 0
0
0
 

0
 0
0
 2
4
2
0
1
3
 

0
0
9
8
 0

0
 87
.0
 0

0
 

0
0
2
8
6
8
0
9
7
 

0

0

9

9

0

9

9

 

1

1

1

 

・-
2.0g 

5
 

2.5g 

3.0g 

使用

使用

使用

1,000 
2,000 
4,000 

1,000 
2,000 
4,000 

1,000 
2,000 
4,000 

8
8
8
8
8
8
8
8
8
 

．
．
．
．
．
．
．
．
 

7
7
7
7
7
7
7
7
7
 

~
～
~
～
～
~
~
～
~
 

6
6
6
6
6
6
6
6
6
 

••••••••• 7
7
7
7
7
7
7
7
7
 

6.4-6.6 
6.4-6.6 
6.4=6.6 

6.2-6.4 
6.2-4.4 
6.2-4.4 

6.0-6.2 
6.0-6.2 
6.0-6.£ 

0
0
 0
 0
0
0
 0
0
0
 

0
3
0
0
1
0
 0
0
0
 

0
0
7
 0
0
0
 0
0
0
 

，
 

100973
鴎

99100100100100

(83) 
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第 4
 

表 (2) 

便
池
番
号

pH調整手段

（過燐酸石灰＼
使用）

混入亜硝

酸曹達量

（稀釈倍）

屎尿メヂウム pH 

薬剤混入
直前

薬剤混入
3 日後

虫卵像
＇ 

単細 発育 仔虫
胞期期 期 変性

2.0g 

6
 

2.5g 

3.0g 

使用

使用

使用

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

 
0
 0
0
 
0
 0
0
0
 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

1
2
4
1
2
4
1
2
4
 

6
6
6
6
6
6
6
6
6
 

••••••••• 7
7
7
7
7
7
7
7
7
 

~
~
~
~
~
～
~
～
~
 

4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

7
7
7
7
7
7
7
7
7
 

4
4
4
2
2
2
6
6
9
 

．
．
．
．
．
．

．
．
．
 

6
6
6
6
6
9
5
5
5
 

~
～
~
～
~
~
～
~
～
 

2
2
2
 0
0
0
 4
4
4
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

6
6
6
6
6
6
5
5
5
 

0
0
6
 0

0

 
5
0
0
1
 

0

0

1

0

 
0

0

 0
 0

0

 

0
0
2
 0
0
 
3
 0
0
0
 

100100911001009210010099 

0
1
2
3
0
1
 

0
 0
0
0
0
0
 

0
 0
0
0
0
0
 

1
2
3
4
5
6
 

対 照 群

6
4
2
0
8
6
 

．
．
．
．
．
．
 

8
8
8
8
7
7
 

~
～
~
～
~
~
 

4
2
0
8
6
4
 

．
．
．
．
．
．
 

8
8
8
7
7
7
 

8.4-8.6 
8.0-8.2 
8.4-8.6 
7.8-8.0 
7.6-7.8 
7.4-7.6 

0
9
8
7
0
9
 

0
9
9
9
0
9
 

1

1

 

薬剤混入前の屎尿量はすべて 50mlとした

以下にまで低下させることが必要条件であることがわか

るそしてこの場合に必要過燐酸石灰量は具体的には上

記のごとく，薬剤混入直前の屎尿 pHによつてことなる

が大略的には pH8.0以上のものについては 2.5gないし

それ以上， pH8.0以下めものについては 2.0gないしそ

れ以上と考えることができるなお，過燐酸石灰混入後

における調整pHが6.8-6.6以下にまで低下したよう

な事例では，亜硝酸曹達の 2,000-4, 000倍稀釈において

有効性が認められた以上のごとく，各便池内屎尿とも

過燐酸石灰の投入量を一定にした場合，亜硝酸曹達の効

果は，薬剤作用前の便池内屎尿メヂウム pHが低い程有

効であり，また，亜硝酸曹達の有効濃度を一定にしたとき

は，過燐酸石灰の pH低下剤としての必要量は，薬剤作

用前の便池内屎尿のメヂウム pHが高い程，該薬剤の濃

度は高くなる傾向が明らかに看取されるなお，この場

合に対照群は，いずれも97%以上の仔虫期卵形成率を示

した

過燐酸石灰と亜硝酸曹達との同時混入方式と

分離混入方式とによる殺卵効果比較試験

本篇においては供試屎尿メヂウムとしては，実際便池

内自然屎尿とし，これに過燐酸石灰と亜硝酸曹達を混入

する場合も，実際面を考慮して両薬剤を同時混入とした

場合の殺卵成績を前 2項においてのべたしかし，両薬

剤をその間 1昼夜おいて順次混入する分離方式とした場

合の効果を確めておくことも必要であると考え，同時，

分離両混入方式による殺卵効果比較試験を行つた．

材料および方法

薬剤作用メヂウムとして便池内自然屎尿 (pH8.2-

8.4) を使用した．

過燐酸石灰の混入量は，両方式とも屎尿 50mlに対し

1.0, 1.5, 2.0, 2.5, 3.0, 3.5および4.0gの7通りと

し，また，亜硝酸曹達の作用濃度は，両方式につき各過

燐酸石灰投入事例とも， 2,000, 4,000および8,000各稀

釈倍液の 3通りとした．

実験にあたつては，前報（小財， 1960b)の実験方法

にしたがい，亜硝酸曹達の各中間稀釈倍液 (200,400およ

び800倍液）を屎尿メヂウム 50mlに加えて所定の作月

濃度を調整した過燐酸石灰と亜硝酸曹達との同時混入

試験においては，過燐酸石灰投入約30分室温 (20-24°C)

に放置後，亜硝酸曹達の上記中間濃度稀釈液をそれぞれ

混入したまた，分離混入試験にあつては，まず過燐酸

石灰を混入し孵卵器内 (26-29℃)に 1昼夜放置後，亜

硝酸曹達の中間濃度稀釈液をそれぞれ混入した．

作用温度は， 同時， 分離混入各試験時とも高温 (26

-29℃)とし，亜硝酸曹達自体の作用期間をともに 3日

間とした．

また，薬剤混入直前，直後におけるメヂウム pHの測

定を行つた．

なお，その他の試験方法については，前項のそれに準

拠して行った．

(84) 
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第 5表 同時混入および分離混入における殺卵効果比較成績
(1) 殺卵効果 （培養 5週末），高温 (26-29°C)時， 3日間作用

過燐酸石灰一亜硝酸曹
達同時混入

混入亜硝 過燐酸石灰投入 1昼夜
＇ 後亜硝酸曹達混入

pH調整手段 酸曹達量

（稀釈倍）
細
期

単
胞

発育 仔虫
変性

細
期

単
胞

発育 仔 虫
変性

過憐酸石灰1.0g使用群

過燐酸石灰1.5g使用群

過憐酸石灰2.0g使用群

過燐酸石灰2.5g使用群

過燐酸石灰3.0g使用群

過燐酸石灰3.5g使用群

過燐酸石灰4.0g使用群

000900090009000,00090009
00090009000900090009000

“0009000
属
0009000
如
00090009

2
4
8
2
4
8
2
4
8
2
4
8
2
4
8
2
4
8
2
4
8
 

0
0
1
1
0
0
1
1
0
 0
0
 
2
 0
0
0
 0
0
0
 0
0
0
 

0
0
 
O
 0
0
0
 0
0
0
 0
0
0
 0
0
0
 0
0
0
 0
0
0
 

9
6
9
5
9
7
9
7
9
6
9
8
9
5
9
7
9
6
0
9
4
9
5
 
0
0
 
9
 0

0
 6
 0

0
0
 

0
0
4
 0
0
0
 

0
0
9
 0
0
0
 

4
5
2
2
4
2
4
2
4
0
6
3
0
0
1
 

0

0

0

9

 

1

1

1

1

1

1

1

1

 

0
0
1
1
1
0

0
0
0
 0
0
0
 0
 0
0
 0
0
0
 0
0
0
 

0
0
0
 0
0
0
 0
 0
0
 0
0
0
 0
0
0
 0
0
0
 0
0
0
 

9
4
9
7
9
4
9
6
9
7
9
8
0
9
7
9
7
0
9
5
9
7
 

0
0
 6
 0

0
 
3
 0

0
0
 

6
3
5
3
2
2

00
3
3
0
0
5
3
0
0
0
0
9
4
0
0
0
0
9
7
0
0
0
0
0
0
 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

対 照

゜゜
97 3
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 薬剤混入直前の屎尿羹はすべて 50mlとし，

(2) 薬剤作用期間中におけるメヂウム

pH調整手段

混入亜硝

酸曹達量

（稀釈倍）

過憐酸石灰l.Og使用群

過燐酸石灰1.5g使用群

過燐酸石灰2.0g使用群

過憐酸石灰2.5g使用群

過憐酸石灰3.0g使用群

過燐酸石灰3.5g使用群

過燐酸石灰4.0g使用群
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薬剤混入直前の屎尿量はすべて 50mlとし，
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自然屎尿を使用
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実験成績

A 殺卵効果

同時，分離両混入方式による殺卵効果についての成績

は第 5(1)表に示すごと くであるこの表にみるように

両方式とも概括的には殺卵効果上大差はなかつたのであ

るが，ただ，過燐酸石灰の 2g使用時においてやや明瞭な

差がみられ，同時混入方式では，亜硝酸曹達 2,000倍液作

用で全く無効であつたのに対して分離混入方式では，あ

きらかに同上濃度で完全有効であり，分離混入方式によ

る場合の方が同時混入方式の場合よりも有効であった．

しかし，過燐酸石灰量を 2.5g以上とした場合における

有効亜硝酸曹達の稀釈倍は両方式につき全く同一であつ

た．以上の結果より考えれば，おそらく両混入方式によ

る効果上の差は，それほど著しいものとはいえないた

だ過燐酸石灰と亜硝酸曹達の両者の組み合わせが殺卵有

効限界附近にあった場合に分離混入方式の方が，同時

方式よりも若干有効であるとい うことを示すものと考え

られる

B. 薬剤作用期間中におけるメヂウム pH値

過燐酸石灰および亜硝酸曹達の屎尿中混入後 3日末に

おける屎尿メヂウム pHは， 試験直前の屎尿 pH8.2-

8.4よりいずれも低下の傾向を示しているが，両混入方

式間にはその pH低下の傾向には， 著しい差はなかつ

たただし，上記殺卵効果の上で両者間に差異を認めた

過燐酸石灰 2g混入時においてのみ若干 (pH値にして

約0.2前後）の差がみられ，分離混入時の方が同時混入

時より低いようであるなお，同時混入時における薬剤

混入直前屎尿 pHと過燐酸石灰混入後における pH低下

との関係は前項試験時結果と全く同一であつた．

総括および考察

亜硝酸曹達の殺卵効果は，屎尿をそのメヂウムとして

用いた場合には，それの pHによつて著しい差異を来た

すものであることは，すでに判明している．

著者は同殺卵剤の基礎試験には，効果の安全性という

観点から殺卵効果が最も現われにくい高アルカリ性屎尿

を人為的に作成して試験した（小財， 1960b). 

しかし，かかる基礎試験の結果をそのまま，条件のよ

り複雑な自然屎尿メヂウムでの場合に適用することは危

険性を伴うことが考えられる

そこで今回は，薬剤作用メヂウムとして，実地につい

て農地区便池内自然屎尿を用いて試験したまずはじめ

に，夏期における農地便池内屎尿のメヂウム pHの実測

の結果，最高値 (8.6-8.8)および最低値 (7.2-7.4) 

を示した 2種の屎尿を用い， これを酸性化させるに要す

る過燐酸石灰の必要量をもとめた結果，かような屎尿混

合比の不明な自然屎尿の場合にあうても，それぞれのメ

ヂウム pHを酸性低下させるに要する過燐酸石灰量はほ

ぼ人為的に作製した場合の屎尿における既報の結果と一

致することが判明したまた，かかる自然屎尿を用いた

場合における亜硝酸曹達の殺卵効果についても， 前報

（小財， 1960b)人工屎尿を用いた場合において認めたと

同様，殺卵力はその作用メヂウム pHに直接影響され，

pHがアルカリに傾く程効果が激減することが確認され

たそこで，殺卵力を発揮させるのには最も困難と思わ

れるほとんど最高のアルカリ性を示す自然屎尿 (pH8.t 

,._,3. 6) を用い， 過燐酸石灰と亜硝酸曹達の併用による

殺卵試験を行ったその結果は，各作用温度条件下とも

過燐酸石灰の使用量が多くなるに伴なつて， メヂウム

pHの低下も著しく，同時にかかる低 pHメヂウムにお

いて亜硝酸曹達の殺卵効果も顕著に認められることを知

った．たとえば， 28℃, 3日作用では屎尿 50mlに対し

て過燐酸石灰 2.0g使用時の亜硝酸曹達の完全有効濃度

は1,000倍稀釈であるが， これを 4.0gに増量すると

8.000倍以上の高稀釈で完全であったごとくである．し

かし，薬剤の殺卵効果は，作用温度によつて，著しく，

差異が認められ，同量の薬剤を用いても 14℃ 以下の温

度下になると効果は激減する．たとえば過燐酸石灰4.0g.

を混入した場合における亜硝酸曹達の完全有効濃度はた

かだか 1,000倍までであったがごとくであるかような

作用温度差による亜硝酸曹達の殺卵力の差異について

は，前回の人工屎尿での試験結果とよく一致する以上

の結果を総合すると，亜硝酸曹達の殺卵力を大きく左右

する要因は，一つにはメヂウム pHであり，一つには作

用温度であると考えることができる．

そこで，実際に pHを異にする便池内の自然屎尿6種

を用いて，これら各メヂウム中で亜硝酸曹達の効果を発

揮させるに要する過燐酸石灰量，ならびにそれと有効調

整pHとの関係について，作用温度を 16-22°C室温と

して試験してみたその結果を概略的に記せば，屎尿pH:

8.0以上の比較的高アルカリ性のものでは必要過燐酸石

灰量は， 屎尿 50mlに対して少なくとも 2.5g以上であ

り， pH 8.0以下のものでは 2.0gであることがわかつ

たただし，作用温度をより低温とした場合には，それ

以上の過燐酸石灰を要するであろうことは想像に難くな

vヽ．

なお，以上の成績は，すべて過燐酸石灰と亜硝酸曹達

(86) 



とを，ほとんど同時に屎尿中に混入するやり方（同時混

入方式）によるそれであるが，本方式によつて行った場

合の殺卵効果と，両者を 1昼夜の間隔をおいて混入する

やり方（分離混入方式）によるそれとを比較検討した結果

は両者ほぼ同等の効果を示したただし，殺卵有効限界

巖度附近では若干分離混入方式による場合の効果の方が

よいようであった． このような両者間の差は前篇におけ

る人工屎尿での試験結果と同ーの傾向を示している

過燐酸石灰一亜硝酸曹達系の殺卵剤としての実用性に

ついての考察

過燐酸石灰と亜硝酸曹達の併用による銅虫卵殺滅力は

きわめてつよく，前処置として過燐酸石灰の一定量（屎

尿50mlに対して約 1.5-2.0g. 屎尿 1石とすると約5-

9kgの割合）をあらかじめ屎尿中に投入しておくときは，

最高のアルカリ性屎尿中においてすら， 亜硝酸曹達の

2,000-4,000倍， 3日間作用で夏期には完全に有効で

あり，冬期には 1,000-2,000倍， 3日作用で，おおむ

ね完全であるとの見通しを得た．

そこで，過燐酸石灰と亜硝酸曹達の併用が殺卵の目的

で実際に応用が可能であるか否かを検討してみよう．

A. 殺卵剤亜硝酸曹達について

さきに，小宮 (1955) はいわゆる殺卵剤の適格条件と

しては， 1)殺卵効果が大なること. 2)特に低温時に

おいて効果が確実なこと. 3)量産に遮し，かつ価格が

低廉なること: 4)操作が簡単なこと. 5) 中毒，火災

その他事故の危険なきこと. 6) その混入が肥料価値を

渋じないこと .7) その混入が農作物に被害をあたえな

v'こと. 8) できうべくんば同時に殺姐，殺菌効果の大

なることの 8項目をあげている

そこで，有効必要量の過燐酸石灰による前処置を前提

とした場合における亜硝酸曹達の殺卵剤としての実用上

の適否を，従来報告されていたその他の殺卵剤と比較し

ながら上記各項につき検討する註 1-2)殺卵効力：

新鮮屎尿メヂウム中での二硫化炭素，ネオヂクロン，芥

子油の各単独使用時の効果は，いずれも高温時は 500倍

でほぼ有効，低温時では 250倍の高濃度においてもほと

んど無効（小宮ら， 1956) とされているが，上記薬剤の

効果はその作用メヂウム として著者が試験に使用したよ

うなよりアルカリ性屎尿を用いて行ったならば，上記の

効果はそれより低下することが考えられる しかるに著

者が試験した過燐酸石灰による前処置条件下における亜
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硝酸曹達の殺卵効果は，屎尿の示しうるほとんど最高の

アルカリ性屎尿メヂウムにおいてすら高温時， 2,000-

4,000倍で完全に有効であるので，ネオヂクロン，二硫化

炭素，芥子油等の各単独使用時の有効濃度の 4-8倍な

いし，それ以上の高稀釈で殺卵が可能であるまた低温

時でも 2,000倍稀釈でおおむね効果が完全であるので，

やはりこれら単独使用のそれの 8倍以上の稀釈で有効で

あるといえる．低温作用時における殺卵薬剤の効果は，

いずれの薬剤にあつても等しく高温時のそれに比して

著しく低下をみるため，低温下における殺卵力の強弱が

殺卵剤の適格条件としてとくに重視されているが，著者

の行つた過燐酸石灰前処置による亜硝酸曹達の殺卵効果

が以上述べたようにかなりの低濃度で有効であったこと

の理由は以下のごとく推察される．すなわち，酸性メヂ

ウムにおいて亜硝酸曹達より遊離された亜硝酸は，アミ

ノ基群と反応し（イミノ基群とは反応しない） Diazonium 

Saltを形成する.'DiazoniumSaltは低温時にあつては安

定であるため，脱窒素反応は起こりがたいが，低温度条

件下にあつても強い酸性メヂウム （過燐酸石灰による前

処置）中においては遊離亜硝酸量の増大化によつて形成

Diazonium Saltも増量され， このものは同酸性 pHの

もとでは不安定かつ活性化されるので，さらに，これが

脱窒素反応をおこし，全体として虫卵生体との反応速度

（ヂアゾ化）が増し， その結果， 虫卵の死滅が惹起され

るものであると考えられる

NaNO叶圧O::;NHO叶 NaOH

H 
・HONO 

C・N → (C・N・NO)→C・N
・-H20 
H H 

-N2 
=N・OH → C・OH 

， 加熱

Diazonium Salt 

また，亜硝酸曹達は， pH調整メヂウムで試験された

限りにおいては，銅虫卵のほか，鉤虫卵に対しても，きわ

めて強力な殺滅力を発揮するという（小林ら， 1958) の

で，以上の過燐酸石灰前処置による亜硝酸曹達は，これ

の応用によつて，便池内銅虫卵のみでなく，同時に鉤虫

卵をも一挙に殺滅できうることも充分に考えられる

3)価格：工業薬品として薬剤原形のまま大量に購入す

ると仮定しての価格について，芥子油，ネオヂクロン，

二硫化炭素および亜硝酸曹達のおのおの 1kg当りにつ

註前処置薬剤である過燐酸石灰は，本質的には殺卵薬剤そのものではないので，本薬剤の投入は殺卵剤亜硝酸

曹達使用時に附随する附加部分として，その応用上における得失については別途に論議することとする．

(87) 
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き比較すると，芥子油は 5,000円， ネオヂクロンは 267

円， 亜硝酸曹達は 118円および二硫化炭素は 62円であ

る上記4薬剤のうち，二硫化炭素が最も安価で，それ

につぎ亜硝酸曹達，ネオヂクロ ン，芥子油の順であるがこ

れら薬剤の殺卵有効濃度で必要薬剤量を計算すると， 1 

石の屎尿中における殺卵には二硫化炭素，芥子油および

ネオヂクロンそれぞれ有効濃度 500倍稀釈として 360g 

で，亜硝酸曹達は有効濃度 2,000-4 , 000倍として 45-

90gであるそれを価格にすれば，二硫化炭素は約33円，

芥子油は約 1,800円，ネオヂクロ ンは約97円および亜硝

酸曹達では約 5-10円で，これらのうち亜硝酸曹達の価

格が最も低廉となる．ただし亜硝酸曹達は前処置として

の過燐酸石灰が必要であるが，これの価格についてはあ

とで検討する亜硝酸曹達は，また大量に生産されている

現状である. 4-5)危険性および使用方法の難易：二硫

化炭素のごとく中毒や引火性等の心配は全くなく，また

芥子油のごとき発泡するような危険性もなく，いずれの

殺卵剤よりも手軽で携行も便利，かつ簡単に使用できう

るものと考えられる. 6-7)肥料価値：亜硝酸曹達はこ

れの屎尿中投入により屎尿自体の有する肥料価値を減ず

ることなく，また該薬剤は酸性メヂウム中における分解

が比較的急激に行われるため，該薬剤混入屎尿を土壌に

散布したときの土壌中における亜硝酸は，農作物に薬害

を与える程度の存在は認められない（滝島，私信による）．

8)殺菌殺蛾効力については，小宮ら・(1957) の実験

により，亜硝酸曹達は，いわゆる殺卵剤中最も有力であ

ることが明らかにされているただし，上記の効力は塩

酸酸性メヂウム下においてのそれであるが，おそらく過

燐酸石灰酸性による効力も，ほぼ同等であろうと考えら

れる．

以上の考察によつて，過燐酸石灰の前処置を前提とし

た場合における殺卵薬剤としての亜硝酸曹達そのもの

は，殺卵剤としての適格条件のすべてを，ほぼ完全に満

足するものであると考えられる

B. 前処置薬剤としての過燐酸石灰の実用上における

考察

殺卵剤，亜硝酸曹達使用上の前処置薬剤である過燐酸

石灰は，亜硝酸曹達自体の殺卵力を充分に発揮させるた

めには，相当に多量の混入が必要とされるので，これの混

入の実際上の可否が，殺卵剤としての亜硝酸曹達の応用

の可否を決定するとさえいえよう過燐酸石灰は，本来

それが重要な燐酸肥料として実際にも使用され，またこ

れの屎尿中への 3-5%の混入がむしろ推奨されている

事実（今関 1953)よりすれば，これの屎尿中への混入は，

こと，肥料的観点に関する限りでは，さほど困難なことで

あるとは考えられず，むしろ，これの直接作物施肥にく

らべ有利であるとさえ考えられる．その理由については

あとで触れる．ただ，問題をたんに殺卵剤の附加的な前

処置薬剤という観点にのみしぼつて考えれば，これの使

用はそれだけ手数もかかり，また経費もかさむので欠点

ともなりうる．過燐酸石灰の価格は 1kg当り約10円で

あるので，かりに屎尿に対する有効混入量をその 3,..,5

％として価格を計算すると，屎尿 1石に対して約50-90

円を要することになる一方，同上の前処置を施した場

合における亜硝酸曹達の有効必要量は， 高温時2,ooo-
4_,000倍稀釈量としての価格にして約10円末満であるか

ら， これと過燐酸石灰とを合計しても約60-100円と計

算される． さて，上記の価格を，ネオヂクロン使用時の

所要薬価と比較すれば，ネオヂクロンでは約94円となる

ので，これより低廉か，せいぜい同額となるまた，ニ

硫化炭素（約33円）と比すれば，約2-3倍の価格と計

算され，芥子油 (1,800円）の 30-18分の 1と計算され

る．以上のように経費の点については過燐酸石灰の使用

を単に殺卵の目的だけでその経費を考えるか，あるいは

またこれを重要燐酸肥料としてその肥料価値をも考慮し

てその経費を考えるかによつて，おのずからその実用上

の可否が決定されるように考えられるが，積極的にこれ

を肥料としても同時に使用したいという考えに立てば，

これと，亜硝酸曹達との併用は，肥料，殺卵両面の目的

にきわめてよく合致し，両剤使用による経費もほぼ実用

可能の範囲にあるものと考えられることができる．

さて，過燐酸石灰を屎尿中に混入することによる肥料

上の利点について述べれば次のごとくである（浪江，

1956). す；ょわち，これの混入により，下肥中の窒素の分解

を抑制し，揮散を防止するとともに下肥中のアルカリ性

を中和してアンモニアの揮発性を低下させるまた，過

燐酸石灰中の硫酸の一部と遊離の燐酸が下肥中のアンそ

ニアと結合して硫酸アンモンおよび燐酸アンモンを形成

するため下肥中の燐酸の量が下肥中に含んでいる窒素と

同量になり，窒素のみにかたよることを防ぎ，また過燐酸

石灰自身の酸も和らげられ土壌に吸収され易くなる等々

の過燐酸石灰を直接に土壌に施肥する場合よりも多くの

利点があげられる とくに上記アンモニアの中和と，窒

素分解の抑制については，今関(1953)は，農業上の肥料苅

果の観点よりして屎尿量に対し， 3-5%の過燐酸石灰

を添加することにより，その窒素の損失分の約50%を防

(88) 



ぎうるので，きわめて有効であると述べ，室温 (1946)

はそれの屎尿への混入を積極的に推奨してさえている．

この窒素の損失を防止するに要する過燐酸石灰量は，亜

硝酸曹達による殺卵のための前処置としての必要量と偶

然一致するが，この点は過燐酸石灰の使用を肥料，殺卵

両面の目的から可能ならしめるものともいえるなお，

過燐酸石灰は， 現在主要燐酸肥料として量産註されて

おり，価格も前記のごとくかな り低廉であり，かつそれ

の使用に際してはこれによる中毒や引火等の危険性は全

くなく，屎尿中への混入操作もいたつて簡単であるので，

これの屎尿への混入は，殺卵，肥効両面で可能であるば

かりでなく，むしろ理論的には，肥料的見地からも積極

的に推奨さるべきであろうと考えられる

要 • 約

農家便池内屎尿を薬剤作用メヂウ．ムとして，過燐酸石

灰一亜硝酸曹達系各種濃度組み合わせによる銅虫卵殺滅

実験を試み，次の結論を得た．

1. 農家便池内自然屎尿中最商 pH値 (8.6-8.8) を

示した屎尿を酸性化 (pH7 .0以下）させるに要する肥料

過燐酸石灰の最小必要量は，屎尿 50mlに対し， 2.5g

前後であったまた，最低の pH値 (pH7. 2-7 .4) を

示した屎尿に対しては過燐酸石灰の 1.5gを投入により

5.8前後の強い酸性域への低下を認めた．

2. メヂウム pR値 8.4-8.6の比較的高アルカリ

性の自然屎尿を薬剤作用メヂウムとし， 高温時 (26-

29℃)， 3日間作用による過燐酸石灰一亜硝酸曹達混合

疇剤の完全殺卵効果は，次の二薬剤組み合わせ（過燐酸

石灰g/50ml屎尿一亜硝酸曹達稀釈倍液）において認め

られた 2.0g-1,000倍， 3.5g-4, 000, 4. Og-8, 000倍，

室温 (6-14℃)および低温 (3-5℃)時， 3日間作

月では，4.0gー 1,000倍稀釈で完全な効果を示し， 4.0g-

2,000倍ではおおむね完全であったまた， 3.5g-2,000

倍稀釈でもおおむね完全な効果が認められた．

3. 秋期における農家 6戸の便池内屎尿を薬剤作用メ

ヂウムとして前記混合系薬剤の殺卵実験の結果は，最高

アルカリ性屎尿 (pH値， 8.6-8.8) をメヂウムとし，
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作用条件として室温 (16-22℃)， 3日間で， 過燐酸石

灰 2.5g,亜硝酸曹達 1,000倍液の組み合わせにおいて完

全殺滅有効が得られた

4. 亜硝酸曹達の混入時期を過燐酸石灰投入と同時お

よび過燐酸石灰投入24時間後に混入する場合の殺卵効果

に及ぼす影響を各種上記二薬剤混入割合において検討し

た．使用した二薬剤組み合わせ範囲のうち，過燐酸石灰

2.0g/50ml屎尿 (pH,8.2-8.4). 亜硝酸曹達2,000倍

液の組み合わせにおいてのみ明瞭な投入時期による差が

認められた

5. 過燐酸石灰と亜硝酸曹達との併用による殺卵剤の

殺滅機構および実用性各適格条件につき他の殺卵剤と比

較しながら検討し，その結果前記混合系の実用は単に寄

生虫卵殺滅的見地からのみでなく，屎尿の農業肥料効果

という見地よりしても有利であり実用化しうるものと考

えられる．

稿を終るにあたり，終始御懇篤な御指導と御校閲をい

ただきました予研寄生虫部長小宮義孝博士に深甚なる謝

意を表します。

また，この研究に種々有益な御教示御助言を賜わった

同部小林昭夫樽士，柳沢十四男博士，農業技術研究所滝

島康夫技官，東京大学坂井進一郎博士に厚く御礼申上げ

ます。
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RE-EVALUATION OF SODIUM NITRITE AS・THE 

OVICIDE USED IN NIGHTSOIL、(3)

lsAo KOZA! 

(Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 

The present work is an extension・of the author's previous reports concerning the ovicidaf 

act而tyof calci血m super phosphate-sodium nitrite mixture in the artificial nighhtsoil and has been. 

designed primarily to ihvestigate the ovicidal activity of the mixture in natural nightsoil reserved 

in lavatories of house in the rural area and to compare the effect of two types of mixing proce-

dure of both chemicals into the nightsoil upon their activity. The results obstained were as follows : 

1) Minimum amount of caliurn super phosphate to lower pH value of nightsoil, 8. 6-8. 8', 

to less than 7. 0 was about 2. 5 grams per 50 ml of nightsoil reserved in the lavotories of farm- , 

house. When 1. 5 gram of calcium super phosphate was added to 50 ml of nightsoil showing pH 

value, 7. 2-7. 4, ?-S the lowest one of all surveyed, pH of this nightsoil dtcreasec as low as 5. 8. 

2) Using natural nightsoil with considerably high pH, 8. 4-8. 6 as the medium, ovocida1 

activity of the mixture against ascaris eggs was tested after 3-day exposure at 26-29℃ The di-

lution rates of sodium nitrite and amount of calcium super phosphate used (g. /50 ml nightsoil) to, 

kill the ascaris eggs w'as seen in the following combination of both chemicals: 2 grams+ 1 : 1,000, 

3.5 grams+l: 4,000, 4.0 grams+l: 8,000. In the case of the lower exposure temperature, (3-5℃ 

and16-14℃) combination of both chemicals to kill the eggs were as follows: 4 grams+ 1 : 1,000 

(complete inhibition of larval development), 4 grams+ 1: 2,000 & 3.5 grams+ 1: 2,000 (considerable 

inhibition of larval development). 

3) Another experiment on the ovicidal effect of the mixture was carried out in autunm 

using natural nightsoil with highest alkalinity, collected from the lavotories of the farm-house. 100笏

of ascaris eggs in the nightsoil added with 2 grams of calcium salt were killed at the dilution rate 

of sodium nitrite 1 : 1,000 after 3-day exposure at room temperature (16-22℃)． 

4) Two djfferent types of procedures for mixing both chemicals to the nightsoil were compared 

each other in the concentration range (1-4 grams per 50 ml of nightsoil in the case of Ca-salt, 

1: 2,000-1 : 8,000 in the case_ of sodium nitrite). One was simultaneous addition of both salts to-

nightsoil and_ the other was carried out in a way to add sodium salt 24 hours after pre-addition 

of calcium salt to nightsoil. The latter showed significantly higher activity than the former only 

at the follwing concentration conbination of both chemicals, 2 grams of calcium salt per 50 ml of 

nightsoil and 1 : 2,000, dilution of sodium nitrite. 

5) The mode of action of Na-nitrite with Ca-super phosphate aginst the ascaris eggs in 

nightsoil and utility of this mixture as a ovicide in nightsoil were discussed. 
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